
提
　
言

　

教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
我
が
国
教
育
行
政
に
お

け
る
根
幹
的
な
計
画
で
あ
り
、
５
年
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
現
在
、
政
府
の
中
央
教
育
審
議
会（
中

教
審
）は「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
次
期
計
画
）

（
計
画
期
間
：
２
０
２
３
～
２
０
２
７
年
度
）策
定
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
行
の
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

た
２
０
１
８
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続

可
能
性
）を
強
く
意
識
し
た
行
動
変
容
、
岸
田
政
権

に
よ
る
「
人
へ
の
投
資
」
の
拡
大
方
針
な
ど
、
国
内

外
の
環
境
は
極
め
て
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
教
育

や
人
材
育
成
の
在
り
方
も
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚

を
身
に
付
け
つ
つ
、
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き

る
、
多
様
な
人
材
の
育
成
は
極
め
て
重
要
な
国
家
的

課
題
で
あ
る
。
次
期
計
画
は
こ
れ
ら
の
経
済
社
会
の

変
革
に
対
応
し
た
内
容
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
経
団
連
は
、
次
期
計
画
に
経
済
界
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
、
優
先
的
に
盛
り
込
む
べ
き
基
本
的

な
考
え
方
や
施
策
等
に
つ
い
て
、
提
言
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
10
月
11
日
に
公
表
し
た
。
本
稿
で
は
、
提

言
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

教
育
振
興
基
本
計
画
の
実
効
性
向
上

　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
実
効
性
向
上
が
課
題
で
あ

り
、
次
期
計
画
で
は
、
優
先
課
題
を
明
確
化
し
、
施

策
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
教
育
政
策
は
、
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
の
タ
テ
の
連
続
性
を
重
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
重
要
な
施
策
は
「
指
標
」
と

「
目
指
す
べ
き
水
準（
数
値
目
標
）」
と
を
原
則
セ
ッ

ト
で
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
提
言
で
は
、
次
期
計
画

に
掲
げ
る
べ
き
と
考
え
る
17
の
指
標
を
示
し
た
う
え

で
、
経
済
界
が
特
に
重
要
と
考
え
る
指
標
を
５
つ
挙

げ
て
い
る（
図
表
参
照
）。
た
だ
し
、
施
策
の
遂
行
に

あ
た
り
、
目
的
と
手
段
と
を
混
同
し
な
い
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
教
審
で
１
、
２
年
に
１
回

程
度
、
進
捗
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
後
の
環
境
変
化

も
踏
ま
え
て
、
施
策
を
再
検
討
・
検
証
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」策
定
に 

向
け
た
提
言

次
期
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き 

理
念
・
目
標
お
よ
び
基
本
的
な
方
針

　

ま
ず
、
次
期
計
画
の
理
念
と
し
て
、
①
主
体
的
な

学
び
の
実
現
等
の
観
点
か
ら
「
主
体
性
」、
②
新
た

な
価
値
の
創
造
と
い
っ
た
観
点
か
ら
「
創
造
性
」、
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ル
人
材
の
育
成
」、
③
留
学
の
促
進
等
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
・
海
外
留
学
」、
④「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

起
業
家
教
育
等
の
推
進
」、
⑤「
子
ど
も
の
才
能
を

伸
ば
す
多
様
な
教
育
機
会
の
提
供
」、
⑥「
大
学
院

教
育
の
充
実
」、
⑦「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
」─

で
あ
る
。
教
育
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
は
、
⑧
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
等
を
目
指
し
た
「
教
育
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
」、

⑨「
産
学
官
の
連
携
・
協
働
等
を
通
じ
た
、
社
会
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」─
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
を
実
現
す
る
観

点
か
ら
、意
欲
と
能
力
が
あ
れ
ば
、一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
、
質
の
高
い
教
育
を
誰
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
修
学
支
援
の
充
実
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

経
済
界
は
、
我
が
国
経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
実

現
す
る
た
め
に
、Society 5.0

を
担
う
人
材
の
育

成
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
人
材
育
成
こ
そ
が
成
長
の
源
泉
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、
各
企
業
の
経
営
方
針
や
人

材
・
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続

き
、
学
校
と
の
連
携
・
協
働
に
主
体
的
か
つ
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

め
る
、
主
体
性
・
積
極
性
に
富
ん
だ
人
材
や
い
わ
ゆ

る「
と
が
っ
た
人
材
」、主
体
的
に
学
び
続
け
る
人
材

の
育
成
に
あ
た
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
好
奇
心
を

持
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、
前
向
き
に
取
り
組

む
姿
勢
を
身
に
付
け
、
達
成
感
を
得
る
経
験
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
主
体
的
な
学
び

の
推
進
に
あ
た
り
、
個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
が
求

め
ら
れ
る
。
２
つ
目
は
「
幅
広
い
視
野
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
の
育
成
」

で
あ
る
。Society 5.0

に
お
い
て
は
、
人
文
科
学
、

社
会
科
学
、
自
然
科
学
の
幅
広
い
知
識
を
基
に
、
社

会
の
中
か
ら
未
知
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
や
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
、
デ
ー
タ
活
用
能
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
力
が
欠
か
せ
な
い
。
３
つ
目
は
「
新
時
代
の
学

び
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
」
で
あ
る
。
産
学
官
で
の

連
携
・
協
働
を
強
化
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
教
育

改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
教
育
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進

し
、
校
務
の
効
率
化
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格
的

導
入
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
へ
の
転
換
等
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き 

教
育
政
策
の
９
つ
の
施
策

　

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
、
７
つ
の

教
育
内
容
と
２
つ
の
基
盤
づ
く
り
を
提
言
し
て
い
る
。

具
体
的
な
教
育
内
容
と
し
て
は
、
①
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育（
注
２
）の

推
進
や
高
校
段
階
か
ら
の
文
系
・
理
系
の
コ
ー

ス
分
け
の
是
正
等
の
「
文
理
分
断
か
ら
の
脱
却
」、

②
小
学
生
か
ら
大
学
生
・
社
会
人
ま
で
の
「
デ
ジ
タ

③「
多
様
性
・
公
正
性
・
包
摂
性
」、
④
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
等
の
観
点
か
ら
「
連
携
・
協
働
」─
の

４
つ
を
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
目
標
に
つ
い
て
は
、
経
済
、
社
会
、

個
人
と
い
う
側
面
に
照
ら
し
て
、
①Society 5.0

で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
、
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
す
る
人
材
の
育
成
、
③
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
向
上

（
注
１
）

─
の
３
つ
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
の
同
時

達
成
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、次
期
計
画
に
お
い
て
打
ち
出
す
べ
き「
基

本
的
な
方
針
」
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
提
示
し
て
い

る
。
１
つ
目
は
「
多
様
性
を
尊
重
し
、
主
体
性
・
好

奇
心
・
創
造
性
を
育
む
教
育
」
で
あ
る
。
企
業
が
求

図表　経済界が特に重要と考える指標および目標値の案

（
注
１
）�同
提
言
で
は
、「
好
奇
心
を
も
っ
て
他
者
と
協
調
し
な
が
ら
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
幅
広
い
知
識
や
判
断
力
、
他
者
や

多
様
性
等
の
尊
重
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
達
成
感
を
得
る

経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
人
生
を
切
り
拓
く
意
思
や

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
等
が
醸
成
さ
れ
、
肉
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
に
も
満
た
さ
れ
た
持
続
的
な
幸
福
感
が
増
し
て
い
く
こ

と
」
と
し
て
い
る

（
注
２
）� ５
つ
の
領
域
（Science

〈
科
学
〉、T

echnology

〈
技
術
〉、

Engineering

〈
工
学
〉、Art

〈
芸
術
〉／Liberal A

rts

〈
教
養
〉、

M
athem

atics

〈
数
学
〉）を
対
象
と
し
て
、
科
学
技
術
の
素
養

を
涵
養（
か
ん
よ
う
）す
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
芸
術
、
教
養

の
要
素
を
取
り
入
れ
創
造
性
も
育
む
教
育

経済界が特に
重要と考える指標

指標の目標値の案
（目標年度：2027年度） 直近の水準

(a) �学習者用デジタル教科書の�
整備率 90% 35.9%

（2022年３月）

(b) �遠隔・オンラインと対面との
ハイブリッド型授業が実施可
能な小中高等学校の割合

100%
69.6％（注）

（2022年１～２月
調査）

(c) �文理を問わず、大学生・高専
生全体に占める数理・データ
サイエンス・AI教育プログラ
ム（リテラシーレベル）履修者
の割合

100% データなし

(d) �６ヵ月以上、海外に留学する�
大学生数 ３万人 約900人

（2020年度）

(e) �大学等における起業家教育の�
受講者数 30万人 約３万人

（2020年度）

注：�臨時休業期間中、同時双方向型のウェブ会議システムを活用した小中高等学校等
の割合

出所：事務局作成
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